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第7回チェスボローカップビーチフラッグ
ス大会が8月2日、マグアビーチを会場に
開催され、1本のフラッグを目掛けて選手
達の白熱した戦いが繰り広げられた。

発行／つがる市役所総務部総務課　〒038-3192　青森県つがる市木造若緑61番地1　TEL.0173-42-2111　http://www.city.tsugaru.aomori.jp
印刷／アート印刷 つがる支店

つつ広報 姉
妹
都
市
交
流
日
記

　
米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス
市
か
ら
の

訪
問
団
16
人
は
７
月
24
日
、
異
文

化
体
験
や
市
民
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
つ
が
る
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
に
行
わ
れ
た
松
の
館
で
の

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
歓
迎
に
駆

け
つ
け
た
関
係
者
約
70
人
が
出
席

し
、
バ
ス
市
長
で
今
回
の
訪
問
団

長
で
あ
る
バ
ー
ニ
ー
・
ワ
イ
マ
ン

さ
ん
に
花
束
が
贈
ら
れ
、歓
迎
ム
ー

ド
の
中
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　
訪
問
団
は
８
月
４
日
ま
で
市
内

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
、

県
内
の
観
光
地
巡
り
を
し
な
が
ら

日
本
の
文
化
を
学
ん
で
友
好
の
輪

を
広
げ
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い
る
北
海
道
白
老
町
に
市
内
の
小
学
５

年
生
73
人
が
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
日
程
で
「
白
老
町
歴
史

に
ふ
れ
る
旅
」
に
参
加
し
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　
白
老
町
と
の
交
流
は
、
白
老
町
が
白
老
村
だ
っ
た
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
第
３
代
白
老
村
長
を
務
め
た
平
田
源
三
郎
氏
が
旧
森

田
村
出
身
で
白
老
町
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
姉
妹
都
市
提
携
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
児
童
達
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
や
仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
跡
な
ど
歴

史
的
な
施
設
等
を
見
学
し
、
見
聞
を
広
め
て
来
ま
し
た
。

木造高校競技かるた部とかるたを通して交流
し記念撮影する訪問団一行
ウェルカムパーティーでスピーチをするバス
市のバーニー・ワイマン市長
要心寺（木造筒木坂）に埋葬されているチェ
スボロー号乗組員２人の墓地に一人ひとりが
献花した
チェスボローカップ水泳駅伝に参加したバス
市チームの選手
訪問の記念として平滝沼公園にアジサイの苗
木を植栽した
初めて触る稲わらで案山子人形作りを楽しむ
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アイヌ民族博物館（ポロトコタン）での記念写真

市の人口と世帯数（平成20年9月1日現在）人口38,442人（男18,328人・女20,114人）世帯数13,396世帯市の人口と世帯数（平成20年9月1日現在）人口38,442人（男18,328人・女20,114人）世帯数13,396世帯
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ネ
ブ
タ
・
囃
子
・
踊
り

す
べ
て
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
!!

勇壮に出陣する

11台のネブタ
　津軽を代表する夏祭り「ねぶた・ねぷた」の先陣を切って「つがる
市ネブタ祭り」が７月２４日開幕し、勇壮なネブタと迫力ある喧嘩太
鼓、鉦の音がつがるの夜空に鳴り響いた。
　「つがる市ネブタ祭り」は、青森式の組ねぶたを小型化した人形ネ
ブタ。２４日の出陣式を皮切りに、翌日から２日間にわたって１１台
のネブタが街を激しく練り歩き「ヤーレ、ヤーレ、ヤーレ、ヤー」と
ノリの良い囃子に合わせた掛け声がこだました。

田町町内会
酒　呑　童　子
しゅ　　 てん      どう        じ

千代町町内会
津軽大乱 萩野台の合戦
つ  がる たいらん はぎ の  だい かっせん

蓮沼ネブタ実行委員会
碇　知盛
いかり とも もり

劇団夜行館
魑魅魍魎　跳梁跋扈の舞
ち   み   もう  りょう ちょうりょう ばっ  こ まい

横町佞武多有志
羅　　生　　門
ら しょう もん

有楽町町内会
元　　寇
げん こう

上町佞武多会
水滸伝 天傷星 武松
すい  こ  でん てんしょうせい ぶ しょう

萢中ねぶた愛好会
三国志 ー張飛、厳顔を降すー
さんごくし ちょうひ げんがん くだ

柏ネブタ会
張飛、賊軍を破る
ちょう ひ ぞく  ぐん やぶ

木作町内会
桃太郎
もも  た   ろう

製
　
作
　
賞

市
議
会
議
長
賞

囃
　
子
　
賞

建
設
協
会
長
賞

2
0
0
8
年
ネ
ブ
タ
大
賞

観
光
協
会
長
賞

流
し
踊
り
大
賞

創
作
踊
り
大
賞

商
工
会
長
賞

市
　
長
　
賞

姉
妹
都
市
協
会
長
賞

重いネブタを右に左に曳く人たち。くるっと
回ってみせたり、ぴたっと観客の前で止め
たり、自由にネブタを操作します。

曳き手（ひきて）

「ジャガネ」とも言われる手振鉦。ネブタ囃子の重要な囃子の
一つ。シャカシャカと大人から子供まで鳴らし続けます。

手振鉦（てぶりがね）

ネ
ブ
タ
囃
子
の
中
で
遠
く
か

ら
で
も
聞
こ
え
る
腹
に
響
く

音
で
す
。
笛
の
音
と
あ
い
ま
っ

て
音
の
強
弱
が
さ
ら
に
祭
り

を
引
き
立
て
ま
す
。

太
鼓（
た
い
こ
）

七節からなる、哀愁を帯びた笛。ネブタ囃子の重要なメロディ
部分です。美しい音色を会得するには日々の稽古が大切です。

笛（ふえ）

松原青年有志 素戔嗚尊の八岐大蛇退治
すさのおのみこと やまたのおろちたいじ
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